
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～高置水槽に関する留意点～ 
高置水槽を継続して利用する場合は、健康福祉局の所管条例等を遵守し、各区の福祉保健センターの指

導に従い、維持管理を行う必要があります。なお、高置水槽の衛生管理も不要となる直結給水方式への切
替えのご検討もお願いします。 

直結給水の範囲 直結給水の範囲 

受受水水槽槽＋＋高高置置水水槽槽  高高置置水水槽槽ままでで直直結結式式  

受水槽廃止 

切替前 切替後 

増圧ポンプを多段に設置する方式（平成 23 年 5 月導入）により、より高層の建物への

直結給水も可能となっています。 

（中高層階まで） 

直直結結増増圧圧式式  受受水水槽槽式式  
（（高高層層ママンンシショョンンななどど））  

① 受水槽式に比べて衛生管理費や維持管理費の低減化が図れます。 

② 受水槽・高置水槽を撤去することにより、建物の景観がすっきりします。 

③ 配水管からの水道水を直接給水するため、より安全で良質な水が飲めます。 

④ 配水管の圧力を有効利用できるため、省エネルギー効果が期待できます。 

⑤ 受水槽スペースが不要となり、土地の有効利用が図れます。 

直結給水に切り替えると・・・ 

―直結給水の注意点― 

直結給水は、水道水を貯留する機能がないため、水道工事などで断水する場合には、あらかじめ飲

み水などを用意しておく必要があります。 

現在（受水槽式） 切替後（直結増圧式） 

直直結結給給水水へへのの切切替替をを  

ごご検検討討さされれててははいいかかががでですすかか。。  

 高置水槽 
高置水槽 

配水管 配水管 
 増圧ポンプ 

 増圧ポンプ※ 

配水管 配水管 

 ポンプ 
 給水装置 

高置水槽 

 受水槽 

切  替 

⑤土地の有効利用 

①維持管理費の縮減 

④省エネルギー効果 

給水装置 

②建物の景観が向上 

③より安全で良質な水の供給 

・高置水槽まで直結式とする給水方式も可能です。 

給水装置 

給水装置 

既設建物を対象 

・高層建物への直結増圧式給水を可能とする方式もあります。 

配水管 

増圧ポンプ1段では給水可能な階層

に制限があります。 

 受水槽 

 ポンプ 

 

※※増増圧圧ポポンンププおおよよびび  

給給水水装装置置のの許許容容  

範範囲囲内内ままでで  

■■第第２２増増圧圧ポポンンププ  

 ■■第第１１増増圧圧ポポンンププ  

 ポンプ 

 受水槽 

給水装置 

 増圧ポンプ 

給水装置 

 ※増圧ポンプ ・・・ 給水装置に直接接続して水道本管（配水管）の水圧をさらに加圧させる設備で、より中・高 
層階までの給水を可能にする役割を果たします。なお、配水管の水圧により、この設備の設置 
が不要となる場合もあります。 

配水管 

給水装置 

配水管 

～直結多段増圧式給水～ 

増増圧圧ポポンンププをを  

多多段段にに設設置置すするる方方式式  

直結多段増圧式給水 

階階層層制制限限ななしし  



広告欄 １ 

広 告 

直結増圧式給水のご案内 

○ 増圧ポンプを設置することにより、高層階までの直結給水が可能となります。 

○ 高置水槽を利用している建物の場合、高置水槽までを直結増圧式とする給

水方式の選択も可能です。

○ 直結給水への切替に必要な給水管の改良工事費や増圧ポンプ設置費などの工

事費はお客さまのご負担となります。

広告欄 ２ 

広告欄 ３ 

直結給水は 

より安全で良質な水の提供など

多くのメリットがあるため、

横浜市はお客さまに、直結給水への切替を

お勧めしています。 

詳しくは、中面の資料をご参照ください。 横浜市水道局キャラクター 

はまピョン

平成 29（2017）年  横浜市水道局 給水維持課 TEL:045-671-3069 FAX:045-212-1167 

E-mail:su-kyusuiiji@city.yokohama.jp

広告欄 ４ 

○ 直結式給水に関するご相談の申込

水道局お客さまサービスセンター TEL 045－8 4 7
はちよんなな

－6262 

FAX 045－8 4 8－4281 

※水道局の担当部署から折り返しご連絡いたします。




